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西
駒
郷
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
多

く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
４
月
１
日
付
の
人
事
に
よ
り
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
尾
野
成
彦
と
申
し

ま
す
。私
に
と
っ
て
は
身
に
余
る
重
責
で
す
が
、精
一
杯
の
努
力
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
、今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、西
駒
郷
で
は
、再
整
備
に
向
け
長
野
県
の
機
能
強
化
事
業
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
、県
全
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
と
障
が
い
特
性
に

応
じ
た
適
切
な
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、行
動
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
施
設
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。施
設
整
備
と
並
行
し
て
、専
門
性
あ
る

ス
タ
ッ
フ
の
養
成
の
た
め
、複
数
の
職
員
を
先
進
施
設
に
派
遣
し
学
び
を
深
め
、

所
内
で
は
外
部
講
師
を
招
き
行
動
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
力
向
上
を
図
る

研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。支
援
環
境
の
整
備
と
支
援
技
術
が
両
輪
と
な
り
、生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
の
望
む
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が「
西
駒

郷
の
役
割
」と
し
て
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
の
３
年
間
、西
駒
郷
も

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
活
動
の
制
約
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

特
に
利
用
者
・
ご
家
族
の
皆
様
に
は
帰
省
や
面
会
の
中
止
、
外
出
の
自
粛
な
ど

多
く
の
制
限
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
た

こ
と
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。５
月
８
日
以
降
の
５
類
移
行
と
感
染

状
況
が
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、感
染
防
止
対
策
は
継
続
し
な
が
ら
も
、通
常
の
活
動
と
両
立
で
き
る
体
制
に

変
更
し
て
い
ま
す
。ま
だ
不
安
は
残
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、地
元
地
域
の
多
く

の
皆
様
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、利
用
者
の
皆
さ
ん
や
職
員
と
交
流
が
で

き
る
よ
う
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、関
係
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　３
月
27
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
く

れ
はw

ith

栄
ち
ゃ
ん
」
を
お
招
き
し
、

琴
・
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
歌
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昔
懐

か
し
の
歌
、
季
節
の
歌
、
皆
さ
ん
が

良
く
知
っ
て
い
る
歌
を
聴
き
な
が
ら
、

一
緒
に
拍
手
を
し
た
り
演
奏
者
の
皆

さ
ん
と
握
手
を
し
た
り
と
、
利
用
者

さ
ん
の
笑
顔
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。　そ

し
て
、
誕
生
日
が
３
月
の
利
用

者
さ
ん
に
は
、
お
祝
い
の
歌
と
花
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂
く
と
い
っ
た
嬉

し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
花
を
も

ら
っ
た
利
用
者
の
方
は
照
れ
く
さ
そ

う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　３
月
28
日
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
た
食
堂
に
突
然
獅
子
が
登
場
！

獅
子
の
舞
に
笑
顔
で
歓
声
を
上
げ
る
、

キ
ョ
ト
ン
と
し
て
見
つ
め
る
、
ビ
ッ
ク

リ
し
て
逃
げ
る
な
ど
、
様
々
な
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
反
応
に
会
場
は
大
賑
わ
い
。

　普
段
身
近
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
獅
子
舞
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
皆
さ
ん

が
大
好
き
な
「
ぬ
く
も
り
号
の
ラ
ー
メ

ン
」
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　午
後
も
お
楽
し
み
が
盛
り
だ
く
さ
ん

♪
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
移
動
販
売
車
が

来
て
、
一
人
ひ
と
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
ク
レ
ー
プ
を
購
入
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　空
を
見
上
げ
れ
ば
、
玄
関
前
の
桜
が

既
に
満
開
に
。
桜
の
下
で
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
も
満
開
で
し
た
。

春
は
す
ぐ
そ
こ
に

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

職 

員 

動 

向

編
集
後
記

令
和
４
年
度
末
退
職

・
塩
沢
総
夫
（
所
長
）・
唐
木
学
（
総
務

課
）・
仲
平
将
・
飯
島
裕
介
・
山
本
美
希

（
ひ
ま
わ
り
支
援
課
）・
宮
澤
友
美
・
伊
藤

理
（
駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）・
橋
本
み
よ

し（
わ
ー
く
西
駒
）・
小
河
千
折（
ま
つ
ば

支
援
課
）

転
　
出

・
落
合
尚
子（
企
画
調
整
課
か
ら
ほ
っ
と

ジ
ョ
イ
ブ
）・
保
科
春
陽
（
駒
ヶ
根
日
中

支
援
課
か
ら
ほ
っ
と
上
伊
那
）・
野
澤
勇

貴
（
総
務
課
か
ら
辰
野
町
障
が
い
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
・
辰
野
町
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
）

令
和
５
年
度 

新
規

・
岡
村
茉
奈
（
総
務
課
）・
堀
川
文
英
（
企

画
調
整
課
）・
伊
藤
香
澄
（
ひ
ま
わ
り
支

援
課
）・
北
原
一
秀
（
駒
ヶ
根
日
中
支
援

課
）・
嶌
嵜
守
夫
（
わ
ー
く
西
駒
）・
佐
々

木
佳
代
子（
わ
ー
く
宮
田
）

令
和
５
年
度 

転
入

・
松
川
忠
章（
ほ
っ
と
上
伊
那
か
ら
ひ
ま

わ
り
支
援
課
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
り
、
急
に

慌
た
だ
し
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
所
長
の
も
と
、心
機
一
転
、歩
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総務課 岡村茉奈 主事
　管理棟にいますが、利用

者さんとも関わっていけた

らいいなと思っております。

わーく宮田　　　
佐々木佳代子 支援員
　すみれホームに３年間勤

め、気持ち新たにわーく宮田

でご一緒させてもらいます。

利用者さんと楽しく過ごし

ながら、学んでいきたいです。

ひまわり支援課
伊藤香純 支援員
　利用者の皆さんが

安心して心地よく生活

できるように支援方

法を学んでいこうと考

えています。

わーく西駒 
嶌嵜守夫 支援員
　初めてのことばか

りですが、笑顔と優

しさを忘れずに、仕

事をしていきたいと

思います。

企画調整課 堀川文英 相談支援専門員
　30年以上前に西駒郷生業部に勤務しておりました。

利用者さんが生きがいを感じながら生活できるように、

笑顔で勤めていきたいと思っています。

駒ケ根日中支援課 北原一秀 支援員
　40年程前に西駒郷に勤めておりました。福祉関係

や、整形外科やマッサージの会社など、これまでの

経験が生かせるよう頑張ります。

令和5年度 新規職員
ひ と こ と

ひ
ま
わ
り
支
援
課

春
の
行
事
祭



　３
年
に
渡
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
対
応
の
た
め
制
限
を
受
け
る

中
で
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
よ
う
や
く
今
年
の
５
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
の
分
類
が
５
類
に
な
り
、
対

応
が
変
わ
る
と
と
も
に
社
会
も
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
西
駒
郷
に
お

い
て
も
、
今
ま
で
制
限
が
か
か
っ
て

い
た
活
動
や
施
設
外
へ
出
る
機
会
、

地
域
と
の
交
流
等
に
積
極
的
に
取
組

み
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指
し

ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
県
の

「
西
駒
郷
機
能
強
化
事
業
」
へ
の
協
力

を
行
い
ま
す
。
本
年
度
は
強
度
行
動

障
害
専
用
エ
リ
ア
が
建
設
さ
れ
る
た

め
、
実
際
の
支
援
体
制
、
支
援
方
法

の
確
立
、
入
居
者
の
人
選
、
前
年
度

に
引
き
続
き
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

（
外
部
講
師
を
招
い
て
の
所
内
研
修
、

他
法
人
へ
の
派
遣
研
修
）
等
を
行
い
、

令
和
６
年
度
当
初
の
開
設
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。(

主
な
重

点
事
業
に
つ
い
て
は
下
表
参
照)

～
令
和
５
年
度 

西
駒
郷
重
点
事
業
計
画
～

～
令
和
５
年
度 

西
駒
郷
重
点
事
業
計
画
～

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
暮
ら
し
の
充
実
　
　
　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
暮
ら
し
の
充
実
　
　
　

●提供するサービス
・地域の社会資源を活用し体験や経験をする場面を重ね、障がいの重い方の意思

決定支援を充実（施設入所）

・絵画等のアート活動作品の商品化のため、著作権等関係の明確化や対価の支払

いを含めて取扱いに関する規定の策定（生活介護）

・専科講師による運動や身体機能の維持向上のため生活リハビリ活動の充実（同上）

・生産活動を含め目的を持った活動への転換を進め利用者ニーズに応える（同上）

・所内の給食用に納入するパン製造の開始（就労Ａ）

・利用者の特性に応じた支援の効率化を考慮し作業班の再編成の実施（就労Ｂ）

・企業見学や体験を行い、一人以上の一般就労を目指す（就労移行）

・第三者委員による利用者との訪問交流の実施（入所支援課も実施）

・客観性と科学性の機能分析に基づくアセスメントシートを整備し、科学的な支

援方法の提供およびチーム支援が出来る体制作り（強度行動障がい者支援）

●西駒郷機能強化事業
・強度行動障がい者専用エリアの建設、支援方法・体制の確立

・建物の除却（あすなろ棟、旧ボイラー棟）

●人権擁護及び虐待防止意識の向上
・意思決定支援の実践の場と重ね「現在の暮らしについての希望調査」の実施

・支援する職員同士が「不適切な支援を指摘できるようになる」研修の実施

●人材育成
・強度行動障がい者への支援力向上のため研修の実施（所内・他施設派遣研修）

・支援事例の実践報告会の開催及び実務研究論文集の発刊

●公益的な取り組み、地域貢献活動
　・地域の障害のある方がアート活動を行える「風と太陽」の継続、地元の小中学

校や他施設でのワークショップの開催、広域的な地域（南信州）での展示会の

開催

～ひまわり支援課一体化スタート！～～ひまわり支援課一体化スタート！～
　駒ヶ根支援事業部では、職住分離の考えのもと、生活支援を「ひまわり支援課」「さくら支援課」、日

中活動支援を「駒ヶ根日中支援課」で行ってきました。

　近年、ひまわり支援課では、利用者の重度化が進み、日常生活支援（移動、食事、排泄）が充分ではな

いことが課題でした。そこで、ゆったりとした生活リズムを再構築し、個別支援を充実することで幸せ

な暮らしを目指し、今年度から、「ひまわり支援課」と「駒ヶ根日中支援課」のグループ「すまいる」を

一体化し、生活と日中活動を一緒に支える体制となりました。

懐かしの機織り作業…懐かしの機織り作業…

　残念なことに、わーく宮田紬縫製班で行っていた機織り作業は、後継

者の不足もあり、稼働が見込めないことから、やむなく終了となりました。

かつては、利用者の方の製品が県知事賞を受賞したり、地域の方々にも

愛されてきた紬織り製品の数々。長年の歴史ある作業が減ってしまいさ

みしい限りです。

　今年度から、紬縫製班は軽作業班と合併し「軽作業縫製班」となりま

した。わーく宮田は３班編成となり、「働く」ことを支え、収入増を目

指して行きます。

　「ひまわり支援課」では、利用者の方のペース

に合わせた日課となり、会話をしながらの食事、

歯磨き、髭剃りなど身だしなみを整える時間に

ゆとりが持てるようになりました。また、個々

の持っている力を尊重し、活動の充実を図って

います。今まで、ひまわり支援課の棟内で行っ

ていた散髪も、男性は理容室に、女性は美容室

に行くことができるようになりました。

令和５年度 西駒郷重点事業計画（抜粋）

ひまわり支援課

　「駒ヶ根日中支援課」では、さくら支援課・通

所者の総勢 87名の構成となり、グループ編成が

一新されました。

　従来の「すてっぷ」、「じゃんぷ」、「なごみ」の他、

新しく「はあと」が加わり、計４グループとなり

ました。

　コロナ禍で活動が制限されていた分、今年度は

行事や活動、イベント等へ参加し、充実した日中

活動を目指していきたいと思います。

駒ヶ根日中支援課

わーく宮田

芝生でのびのび活動し

たり、カラオケを楽し

んだりしています。

軽作業班と紬縫製班の間

の壁を取り払いました。
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部
講
師
を
招
い
て
の
所
内
研
修
、

他
法
人
へ
の
派
遣
研
修
）
等
を
行
い
、

令
和
６
年
度
当
初
の
開
設
に
向
け
て

準
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を
進
め
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い
き
ま
す
。(

主
な
重

点
事
業
に
つ
い
て
は
下
表
参
照)

～
令
和
５
年
度 

西
駒
郷
重
点
事
業
計
画
～

～
令
和
５
年
度 

西
駒
郷
重
点
事
業
計
画
～

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
暮
ら
し
の
充
実
　
　
　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
暮
ら
し
の
充
実
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・生産活動を含め目的を持った活動への転換を進め利用者ニーズに応える（同上）

・所内の給食用に納入するパン製造の開始（就労Ａ）

・利用者の特性に応じた支援の効率化を考慮し作業班の再編成の実施（就労Ｂ）

・企業見学や体験を行い、一人以上の一般就労を目指す（就労移行）
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令和５年度 西駒郷重点事業計画（抜粋）

ひまわり支援課

　「駒ヶ根日中支援課」では、さくら支援課・通

所者の総勢 87名の構成となり、グループ編成が

一新されました。

　従来の「すてっぷ」、「じゃんぷ」、「なごみ」の他、

新しく「はあと」が加わり、計４グループとなり

ました。

　コロナ禍で活動が制限されていた分、今年度は
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駒ヶ根日中支援課

わーく宮田

芝生でのびのび活動し

たり、カラオケを楽し

んだりしています。

軽作業班と紬縫製班の間

の壁を取り払いました。
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■
駒
ヶ
根
展
示

　
毎
年
度
の
ア
ー
ト
活
動
の
集
大
成
と
し
て
開
催

し
て
い
る
西
駒
郷
「
ほ
っ
と
展
」。
令
和
４
年
度

で
22
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
３
年
前
か
ら
会
場
を

駒
ヶ
根
市
立
博
物
館
に
移
し
、
規
模
を
大
き
く
し

て
展
示
し
て
い
ま
す
。
前
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
影
響
で
会
期
後

半
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
問
題
な
く
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
ア
ー
ト
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
体
制
で
思
う
よ

う
に
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん

の
頑
張
り
で
魅
力
的
で
不
思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
た
多
種
多
様
な
作
品
が
並
び
、
大
き
な
反
響

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と

に
年
々
来
場
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
会
場
に
て

来
場
者
に
声
を
か
け
る
と

「
知
り
合
い
か
ら
勧
め
ら
れ
て
観
に
来
ま
し
た
。」

「
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。」

と
い
う
方
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

来
場
者
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
な

ん
と
１
０
０
枚
以
上
。
ど
れ
も
励
み
に
な
る
お
言

葉
ば
か
り
で
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
家
族
、

所
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
に
観
覧
い
た

だ
け
た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

【
松
井
直
樹
さ
ん
追
悼
コ
ー
ナ
ー
】

　
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
２
年
ほ
っ
と
展
の

主
役
的
存
在
だ
っ
た
松
井
直
樹
さ
ん
が
年
始
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
回
は
松
井
さ
ん
の

追
悼
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
代
表
作
品
の
展
示
と
個

別
で
制
作
風
景
の
映
像
も
流
し
ま
し
た
。
今
後
新

し
い
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ほ
っ
と
展
」　
西
駒
郷
の
芸
術
家
た
ち
の
作
品
展

【
会
場
】
駒
ヶ
根
市
立
博
物
館

【
期
間
】
２
０
２
３
年 

１
月 

21
日(

土)

～

　
　
　  

２
０
２
３
年 

２
月 

５
日(

日)

■
下
條
村
展
示

　
今
回
初
め
て
の
企
画
で
「
ほ
っ
と
展
」
は
下
條

村
の
あ
し
た
む
ら
ん
ど
に
て
巡
回
展
を
行
い
ま
し

た
。
飯
田
下
伊
那
の
３
施
設
（
明
星
学
園
・
七
和

の
里
・
夢
の
つ
ば
さ
）
に
展
示
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
各
施
設
の
美
術
担
当
支
援
員
が

一
同
に
会
し
て
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

西
駒
郷
の
芸
術
家
た
ち
の
作
品
展
「
ほ
っ
と
展
」

＠
下
條
村

【
会
場
】
下
條
村
あ
し
た
む
ら
ん
ど 

ア
ー
ト
ギ
ャ

　
　
　
　
ラ
リ
ー

【
期
間
】
２
０
２
３
年 

２
月
14
日
（
火
）
～
 26
日（
日
）

ほっと展展示風景（駒ヶ根市立博物館）

西駒郷の芸術家たちの作品展 vol.22

松井直樹さん作品

■
祝
入
賞

　
第
25
回
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭
に
て
、

西
駒
郷
駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
の
竹
内
一
貴
さ
ん
、

宮
澤
薫
さ
ん
が
絵
画
部
門
で
入
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

第25回（令和4年度） 絵画部門
最優秀賞「無題」竹内 一貴さん

第25回（令和4年度） 絵画部門
優秀賞「無題」宮澤  薫さん

■タイトル文字
　駒ヶ根日中支援課「じゃんぷ」に所属するⅠさんが

書かれました。最近は大きな紙に文字を書くことに取

り組んでおり、特大の筆を使って書いたダイナミック

な書道作品がたくさん完成しています。
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研修講師：松本児童家庭支援センター

　「あいく」の岡田氏（写真右側）

ロールプレイでスキル定着

　
令
和
５
年
２
月
15
日
「
西
駒
郷
実
践
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
の
部
は

「
強
度
行
動
障
害
者
支
援
」
４
件
、
午
後

の
部
は
「
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
ケ
ア
（
排
泄
支

援
）」
１
件
の
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
西
駒
郷
で
は
N
P
O
法
人

K
U
M
O
I
理
事
長
細
野
氏
の
講
師
の
も

と
「
強
度
行
動
障
害
者
研
修
」
を
受
講
し
、

根
拠
の
あ
る
支
援
と
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
や
分
析
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
チ
ー

ム
内
で
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、「
知

る
」→「
仮
説
を
た
て
る
」→「
支
援
」→「
検

証
」
の
流
れ
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　
実
践
報
告
会
で
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
試

行
錯
誤
し
た
プ
ロ
セ
ス
や
得
ら
れ
た
成
果
、

今
後
の
課
題
を
整
理
し
報
告
で
き
た
こ
と

で
、
支
援
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

　
令
和
４
年
度
、
ま
つ
ば
支
援
課
（
施
設

入
所
・
生
活
介
護
）
と
わ
ー
く
宮
田
（
就

労
Ｂ
・
就
労
移
行
）
に
お
い
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
審
し
ま
し
た
。

　
総
評
と
し
て
、「
意
思
決
定
支
援
の
プ

ロ
セ
ス
」
を
評
価
し
て
頂
き
ま
し
た
。
改

善
点
と
し
て
、
ま
つ
ば
支
援
課
で
は
「
代

理
決
定
の
充
実
と
利
用
者
の
生
活
向
上
」、

わ
ー
く
宮
田
で
は
利
用
者
の
高
齢
化
や
重

度
化
の
「
迫
る
危
機
」
へ
の
対
応
に
つ
い

て
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
駒
郷
で
は
「
西
駒
郷
意
思
決
定
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
制
定
と
具
体
的
な
事

例
の
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
、
日
々
「
自
分
の
こ
と
は
、
自

分
で
決
め
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
、
お
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
生
活
や
日

中
活
動
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
西
駒
郷
虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適
正
化

委
員
会
で
は
、
人
間
の
感
情
の
仕
組
み
を

理
解
し
、
特
に
支
援
者
に
よ
る
虐
待
に
繋

が
り
や
す
い
「
怒
り
」
の
感
情
へ
の
対
処

方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
年
間
を
通

じ
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
講
師
に

松
本
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
く
」

の
岡
田
氏
を
迎
え
、
延
べ
６
回
、
12
名
の

職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
本
来
は
親
子
間
で
行
う
「
ペ

ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の

虐
待
防
止
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー

ス
に
、
実
際
の
支
援
現
場
を
想
定

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
の
「
子
ど
も
」

を
利
用
者
、「
親
」
を
支
援
者
に

置
き
換
え
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
①
利
用
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
わ
か
り
や
す
く
・

具
体
的
で
・
短
め
に
」
②
生
活
の

中
の
肯
定
的
な
出
来
事
は
小
さ
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

実
践
報
告
会 

開
催

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

　
西
駒
郷
で
は
６
名
の
第
三
者
委
員
が
活

動
し
て
お
り
、
苦
情
解
決
委
員
会
に
お
い

て
中
立
公
正
な
立
場
か
ら
助
言
等
を
い
た

だ
く
他
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や

個
人
面
談
の
機
会
と
し
て
「
訪
問
交
流
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
来
訪
者
が

施
設
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
、
令
和
４
年
度
は
４
回
の
訪
問

交
流
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
え
こ
宮
田
、
わ―

く
西
駒
、
わ
ー
く
宮

田
の
各
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
一
緒
に
作
業

を
し
な
が
ら
話
し
か
け
て
い
た
だ
き
、
利

用
者
の
方
も
進
ん
で
作
業
の
や
り
方
を
説

明
し
た
り
、
個
人
面
談
を
希
望
し
て
個
別

に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
方
も
い
て
、
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
者
委
員
さ
ん
の
活
動

　
私
た
ち
保
護
者
会
は
、「
利
用
者
が
将

来
に
わ
た
り
、
安
心
し
て
生
活
、
利
用
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
」、

ま
た
「
県
立
施
設
と
し
て
の
使
命
を
意
識

し
て
事
業
を
進
め
る
」
を
基
本
姿
勢
に
お

き
、
利
用
者
と
西
駒
郷
を
支
え
る
べ
く
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
入
所
者
の
保
護
者
83
名
、
通

所
利
用
者
の
保
護
者
28
名
、
合
わ
せ
て
111

名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

入
所
利
用
者
の
減
少
と
、
保
護
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
今
後
の
保
護
者
会
の
存
続
が

難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
通
所
利
用
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
西
駒
郷
施
設
を
利

用
す
る
双
方
の
保
護
者
が
支
え
合
う
仕
組

み
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
支
援
員
の
皆
さ
ん
の
日
々
の

支
援
に
よ
り
、
お
陰
様
で
安
定
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
西
駒
郷
と
協
力
し
、
利
用
者
、
そ
し
て

支
援
員
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い
く
。
そ
れ

が
、
利
用
者
の
生
活
の
場
で
あ
る
西
駒
郷

を
支
え
、
西
駒
郷
を
良
い
施
設
に
し
て
い

く
と
い
う
保
護
者
会
の
大
き
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
の
施
設
で
も
言
え
る
事
で
す
が
、

保
護
者
会
の
維
持
継
続
が
、
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
と
保
護

者
会
が
と
も
に
協
力
し
合
い
、
利
用
者
の

西
駒
郷
保
護
者
会
か
ら

虐待防止研修 ～怒鳴らないケアミーティング～

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
午
前
の
部
は
上
伊
那
圏
域
地
域

自
立
支
援
協
議
会
と
共
催
し
、
圏
域
の
福

祉
、
行
政
、
医
療
、
教
育
等
に
携
わ
る
方
々

約
70
名
の
方
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
強
度

行
動
障
害
の
方
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ

く
り
へ
踏
み
出
す
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
の
で
も
見
逃
さ

ず
賞
賛
す
る
。
③

課
題
的
な
行
動
に

は
「
○
○
し
た
い

気
持
ち
は
分
か
り

ま
す
が
、□
□
し

ま
し
ょ
う
。」
の

よ
う
に
共
感
的
表

現
を
用
い
な
が
ら
、
し
て
ほ
し
い
行
動
は

何
か
を
伝
え
る
。
④
支
援
者
、
利
用
者
の

双
方
が
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
ま
ず
は
支
援
者
が
落
ち
着
く
こ
と
。

な
ど
具
体
的
に
学
び
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
職
員
か
ら
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
が
実
践
的
で
よ
か
っ
た
、
学
ん
だ
内
容

を
活
か
し
て
ゆ
と
り
あ
る
支
援
を
行
い
た

い
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
利
用
者
へ
の
虐
待
防
止
及
び

不
適
切
な
支
援
の
芽
を
摘
む
た
め
、
実
践

的
な
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
駒
ヶ
根
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
様
よ
り
、

雑
巾
百
枚
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課題行動を、「困った」何とかしな
くてはと思いがちだが、それが本
人の SOS やコミュニケーションだ
とわかった。（福祉）

令和４年度
顧客満足度調査報告
別添のとおり、報告書を配布

いたしますのでご覧ください。

＊顧客満足度調査、福祉サー

ビス第三者評価の結果につき

ましては、西駒郷ホームペー

ジにも掲載しております。
強度行動障害支援の大変さがよく
分かった。当事者の生きやすさの
ために、西駒郷ではチームでとこ
とんアセスメントする体制が素晴
らしいと思った。（福祉）

仮説を立てて検証したり、ツール
を使って見える化した課題への支
援方針を考えたり、当事者に寄り
添った支援方法を共有できてよ
かった。
地域へ発信を続けてほしい。（行政）

実践報告のような支援は、幼少期、
在学中から行う必要があると感じ
た。周囲が知っていることが大事。
視覚支援など取り組みには、教員
間の共有が課題でもある。（教育）

一 

西
駒
郷
の
行
事
へ
の
参
加
・
協
力

　
環
境
整
備
や
、
に
し
こ
ま
祭
へ
の
参

　
加
。
に
し
こ
ま
祭
で
は
、
例
年
豚
汁

　
を
作
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
支
援

　
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
の
方
た

　
ち
に
大
変
ご
好
評
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二 

利
用
者
の
居
住
環
境
の
充
実

　
施
設
整
備
な
ど

三 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
費
の
支
出

　
生
活
や
日
中
活
動
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
の
方
へ
の
謝
礼

四 

分
会
ご
と
の
事
業

　
各
分
会
の
事
業
計
画
に
よ
る

五 

そ
の
他

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど

オンライン参加の皆様からの声

生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
、
西
駒
郷
が

よ
り
良
い
施
設
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
保
護
者
会
設
立
の
主
旨
を
も
う
一
度
、

胸
深
く
納
め
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
円
滑

な
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
西
駒
郷
保
護
者
会
へ
加
入
い
た
だ
き
、

利
用
者
や
西
駒
郷
を
と
も
に
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
加
入
の
申
込
み
は
い
つ
で
も

可
能
で
す
。
西
駒
郷
の
敷
地
内
に
あ
り
ま

す
、
ほ
ほ
え
み
事
務
局
、
電
話
番
号
０
２

６
５ ― 

81 ― 

１
２
８
０
（
担
当
　
保
護
者

会
事
務
局
）
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。
所
属

の
部
署
の
支
援
員
さ
ん
に
声
を
か
け
て
頂

い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

活
動
内
容

ホームページ
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研修講師：松本児童家庭支援センター

　「あいく」の岡田氏（写真右側）

ロールプレイでスキル定着

　
令
和
５
年
２
月
15
日
「
西
駒
郷
実
践
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
の
部
は

「
強
度
行
動
障
害
者
支
援
」
４
件
、
午
後

の
部
は
「
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
ケ
ア
（
排
泄
支

援
）」
１
件
の
実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
西
駒
郷
で
は
N
P
O
法
人

K
U
M
O
I
理
事
長
細
野
氏
の
講
師
の
も

と
「
強
度
行
動
障
害
者
研
修
」
を
受
講
し
、

根
拠
の
あ
る
支
援
と
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
や
分
析
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
チ
ー

ム
内
で
共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、「
知

る
」→「
仮
説
を
た
て
る
」→「
支
援
」→「
検

証
」
の
流
れ
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　
実
践
報
告
会
で
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
試

行
錯
誤
し
た
プ
ロ
セ
ス
や
得
ら
れ
た
成
果
、

今
後
の
課
題
を
整
理
し
報
告
で
き
た
こ
と

で
、
支
援
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

　
令
和
４
年
度
、
ま
つ
ば
支
援
課
（
施
設

入
所
・
生
活
介
護
）
と
わ
ー
く
宮
田
（
就

労
Ｂ
・
就
労
移
行
）
に
お
い
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
第
三
者
評
価
を
受
審
し
ま
し
た
。

　
総
評
と
し
て
、「
意
思
決
定
支
援
の
プ

ロ
セ
ス
」
を
評
価
し
て
頂
き
ま
し
た
。
改

善
点
と
し
て
、
ま
つ
ば
支
援
課
で
は
「
代

理
決
定
の
充
実
と
利
用
者
の
生
活
向
上
」、

わ
ー
く
宮
田
で
は
利
用
者
の
高
齢
化
や
重

度
化
の
「
迫
る
危
機
」
へ
の
対
応
に
つ
い

て
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
駒
郷
で
は
「
西
駒
郷
意
思
決
定
支
援

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
制
定
と
具
体
的
な
事

例
の
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
、
日
々
「
自
分
の
こ
と
は
、
自

分
で
決
め
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
、
お
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
生
活
や
日

中
活
動
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
西
駒
郷
虐
待
防
止
・
身
体
拘
束
適
正
化

委
員
会
で
は
、
人
間
の
感
情
の
仕
組
み
を

理
解
し
、
特
に
支
援
者
に
よ
る
虐
待
に
繋

が
り
や
す
い
「
怒
り
」
の
感
情
へ
の
対
処

方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
年
間
を
通

じ
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
講
師
に

松
本
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
く
」

の
岡
田
氏
を
迎
え
、
延
べ
６
回
、
12
名
の

職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
本
来
は
親
子
間
で
行
う
「
ペ

ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の

虐
待
防
止
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー

ス
に
、
実
際
の
支
援
現
場
を
想
定

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
の
「
子
ど
も
」

を
利
用
者
、「
親
」
を
支
援
者
に

置
き
換
え
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
①
利
用
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
わ
か
り
や
す
く
・

具
体
的
で
・
短
め
に
」
②
生
活
の

中
の
肯
定
的
な
出
来
事
は
小
さ
な

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

実
践
報
告
会 

開
催

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

　
西
駒
郷
で
は
６
名
の
第
三
者
委
員
が
活

動
し
て
お
り
、
苦
情
解
決
委
員
会
に
お
い

て
中
立
公
正
な
立
場
か
ら
助
言
等
を
い
た

だ
く
他
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や

個
人
面
談
の
機
会
と
し
て
「
訪
問
交
流
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
来
訪
者
が

施
設
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
、
令
和
４
年
度
は
４
回
の
訪
問

交
流
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
え
こ
宮
田
、
わ―

く
西
駒
、
わ
ー
く
宮

田
の
各
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
一
緒
に
作
業

を
し
な
が
ら
話
し
か
け
て
い
た
だ
き
、
利

用
者
の
方
も
進
ん
で
作
業
の
や
り
方
を
説

明
し
た
り
、
個
人
面
談
を
希
望
し
て
個
別

に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
方
も
い
て
、
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
者
委
員
さ
ん
の
活
動

　
私
た
ち
保
護
者
会
は
、「
利
用
者
が
将

来
に
わ
た
り
、
安
心
し
て
生
活
、
利
用
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
」、

ま
た
「
県
立
施
設
と
し
て
の
使
命
を
意
識

し
て
事
業
を
進
め
る
」
を
基
本
姿
勢
に
お

き
、
利
用
者
と
西
駒
郷
を
支
え
る
べ
く
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
入
所
者
の
保
護
者
83
名
、
通

所
利
用
者
の
保
護
者
28
名
、
合
わ
せ
て
111

名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

入
所
利
用
者
の
減
少
と
、
保
護
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
今
後
の
保
護
者
会
の
存
続
が

難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一

方
、
通
所
利
用
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
西
駒
郷
施
設
を
利

用
す
る
双
方
の
保
護
者
が
支
え
合
う
仕
組

み
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
支
援
員
の
皆
さ
ん
の
日
々
の

支
援
に
よ
り
、
お
陰
様
で
安
定
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
西
駒
郷
と
協
力
し
、
利
用
者
、
そ
し
て

支
援
員
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い
く
。
そ
れ

が
、
利
用
者
の
生
活
の
場
で
あ
る
西
駒
郷

を
支
え
、
西
駒
郷
を
良
い
施
設
に
し
て
い

く
と
い
う
保
護
者
会
の
大
き
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
の
施
設
で
も
言
え
る
事
で
す
が
、

保
護
者
会
の
維
持
継
続
が
、
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
と
保
護

者
会
が
と
も
に
協
力
し
合
い
、
利
用
者
の

西
駒
郷
保
護
者
会
か
ら

虐待防止研修 ～怒鳴らないケアミーティング～

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
午
前
の
部
は
上
伊
那
圏
域
地
域

自
立
支
援
協
議
会
と
共
催
し
、
圏
域
の
福

祉
、
行
政
、
医
療
、
教
育
等
に
携
わ
る
方
々

約
70
名
の
方
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
強
度

行
動
障
害
の
方
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ

く
り
へ
踏
み
出
す
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
の
で
も
見
逃
さ

ず
賞
賛
す
る
。
③

課
題
的
な
行
動
に

は
「
○
○
し
た
い

気
持
ち
は
分
か
り

ま
す
が
、□
□
し

ま
し
ょ
う
。」
の

よ
う
に
共
感
的
表

現
を
用
い
な
が
ら
、
し
て
ほ
し
い
行
動
は

何
か
を
伝
え
る
。
④
支
援
者
、
利
用
者
の

双
方
が
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
ま
ず
は
支
援
者
が
落
ち
着
く
こ
と
。

な
ど
具
体
的
に
学
び
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
職
員
か
ら
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
が
実
践
的
で
よ
か
っ
た
、
学
ん
だ
内
容

を
活
か
し
て
ゆ
と
り
あ
る
支
援
を
行
い
た

い
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
利
用
者
へ
の
虐
待
防
止
及
び

不
適
切
な
支
援
の
芽
を
摘
む
た
め
、
実
践

的
な
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
駒
ヶ
根
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
様
よ
り
、

雑
巾
百
枚
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課題行動を、「困った」何とかしな
くてはと思いがちだが、それが本
人の SOS やコミュニケーションだ
とわかった。（福祉）

令和４年度
顧客満足度調査報告
別添のとおり、報告書を配布

いたしますのでご覧ください。

＊顧客満足度調査、福祉サー

ビス第三者評価の結果につき

ましては、西駒郷ホームペー

ジにも掲載しております。
強度行動障害支援の大変さがよく
分かった。当事者の生きやすさの
ために、西駒郷ではチームでとこ
とんアセスメントする体制が素晴
らしいと思った。（福祉）

仮説を立てて検証したり、ツール
を使って見える化した課題への支
援方針を考えたり、当事者に寄り
添った支援方法を共有できてよ
かった。
地域へ発信を続けてほしい。（行政）

実践報告のような支援は、幼少期、
在学中から行う必要があると感じ
た。周囲が知っていることが大事。
視覚支援など取り組みには、教員
間の共有が課題でもある。（教育）

一 

西
駒
郷
の
行
事
へ
の
参
加
・
協
力

　
環
境
整
備
や
、
に
し
こ
ま
祭
へ
の
参

　
加
。
に
し
こ
ま
祭
で
は
、
例
年
豚
汁

　
を
作
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
支
援

　
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
の
方
た

　
ち
に
大
変
ご
好
評
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二 

利
用
者
の
居
住
環
境
の
充
実

　
施
設
整
備
な
ど

三 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
費
の
支
出

　
生
活
や
日
中
活
動
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
の
方
へ
の
謝
礼

四 

分
会
ご
と
の
事
業

　
各
分
会
の
事
業
計
画
に
よ
る

五 

そ
の
他

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど

オンライン参加の皆様からの声

生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
、
西
駒
郷
が

よ
り
良
い
施
設
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
保
護
者
会
設
立
の
主
旨
を
も
う
一
度
、

胸
深
く
納
め
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
円
滑

な
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
西
駒
郷
保
護
者
会
へ
加
入
い
た
だ
き
、

利
用
者
や
西
駒
郷
を
と
も
に
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
加
入
の
申
込
み
は
い
つ
で
も

可
能
で
す
。
西
駒
郷
の
敷
地
内
に
あ
り
ま

す
、
ほ
ほ
え
み
事
務
局
、
電
話
番
号
０
２

６
５ ― 

81 ― 

１
２
８
０
（
担
当
　
保
護
者

会
事
務
局
）
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。
所
属

の
部
署
の
支
援
員
さ
ん
に
声
を
か
け
て
頂

い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

活
動
内
容

ホームページ

http : //nagano-swc.com/
nishikomago/
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N I S H I K O M A G O U  D A Y O R I ★

長野県西駒郷
指定管理者：(社福 )長野県社会福祉事業団

長野県駒ヶ根市
下平2901-7

発　行

ーひまわり支援課  中庭にてー

　
西
駒
郷
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
多

く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
４
月
１
日
付
の
人
事
に
よ
り
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
尾
野
成
彦
と
申
し

ま
す
。私
に
と
っ
て
は
身
に
余
る
重
責
で
す
が
、精
一
杯
の
努
力
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
、今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、西
駒
郷
で
は
、再
整
備
に
向
け
長
野
県
の
機
能
強
化
事
業
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。今
年
度
は
、県
全
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
と
障
が
い
特
性
に

応
じ
た
適
切
な
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、行
動
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
施
設
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。施
設
整
備
と
並
行
し
て
、専
門
性
あ
る

ス
タ
ッ
フ
の
養
成
の
た
め
、複
数
の
職
員
を
先
進
施
設
に
派
遣
し
学
び
を
深
め
、

所
内
で
は
外
部
講
師
を
招
き
行
動
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
力
向
上
を
図
る

研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。支
援
環
境
の
整
備
と
支
援
技
術
が
両
輪
と
な
り
、生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
の
望
む
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が「
西
駒

郷
の
役
割
」と
し
て
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
の
３
年
間
、西
駒
郷
も

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
活
動
の
制
約
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

特
に
利
用
者
・
ご
家
族
の
皆
様
に
は
帰
省
や
面
会
の
中
止
、
外
出
の
自
粛
な
ど

多
く
の
制
限
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
た

こ
と
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。５
月
８
日
以
降
の
５
類
移
行
と
感
染

状
況
が
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、感
染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、感
染
防
止
対
策
は
継
続
し
な
が
ら
も
、通
常
の
活
動
と
両
立
で
き
る
体
制
に

変
更
し
て
い
ま
す
。ま
だ
不
安
は
残
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、地
元
地
域
の
多
く

の
皆
様
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、利
用
者
の
皆
さ
ん
や
職
員
と
交
流
が
で

き
る
よ
う
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、関
係
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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任
の
ご
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つ

長
野
県
西
駒
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所
長

　

 

尾
野 

成
彦

お

　

 

の

　
　

 

な
り
ひ
こ

　３
月
27
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
く

れ
はw

ith

栄
ち
ゃ
ん
」
を
お
招
き
し
、

琴
・
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
歌
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昔
懐

か
し
の
歌
、
季
節
の
歌
、
皆
さ
ん
が

良
く
知
っ
て
い
る
歌
を
聴
き
な
が
ら
、

一
緒
に
拍
手
を
し
た
り
演
奏
者
の
皆

さ
ん
と
握
手
を
し
た
り
と
、
利
用
者

さ
ん
の
笑
顔
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。　そ

し
て
、
誕
生
日
が
３
月
の
利
用

者
さ
ん
に
は
、
お
祝
い
の
歌
と
花
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂
く
と
い
っ
た
嬉

し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
花
を
も

ら
っ
た
利
用
者
の
方
は
照
れ
く
さ
そ

う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　３
月
28
日
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
た
食
堂
に
突
然
獅
子
が
登
場
！

獅
子
の
舞
に
笑
顔
で
歓
声
を
上
げ
る
、

キ
ョ
ト
ン
と
し
て
見
つ
め
る
、
ビ
ッ
ク

リ
し
て
逃
げ
る
な
ど
、
様
々
な
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
反
応
に
会
場
は
大
賑
わ
い
。

　普
段
身
近
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
獅
子
舞
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
皆
さ
ん

が
大
好
き
な
「
ぬ
く
も
り
号
の
ラ
ー
メ

ン
」
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　午
後
も
お
楽
し
み
が
盛
り
だ
く
さ
ん

♪
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
移
動
販
売
車
が

来
て
、
一
人
ひ
と
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
ク
レ
ー
プ
を
購
入
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　空
を
見
上
げ
れ
ば
、
玄
関
前
の
桜
が

既
に
満
開
に
。
桜
の
下
で
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
も
満
開
で
し
た
。

春
は
す
ぐ
そ
こ
に

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

職 

員 

動 

向

編
集
後
記

令
和
４
年
度
末
退
職

・
塩
沢
総
夫
（
所
長
）・
唐
木
学
（
総
務

課
）・
仲
平
将
・
飯
島
裕
介
・
山
本
美
希

（
ひ
ま
わ
り
支
援
課
）・
宮
澤
友
美
・
伊
藤

理
（
駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）・
橋
本
み
よ

し（
わ
ー
く
西
駒
）・
小
河
千
折（
ま
つ
ば

支
援
課
）

転
　
出

・
落
合
尚
子（
企
画
調
整
課
か
ら
ほ
っ
と

ジ
ョ
イ
ブ
）・
保
科
春
陽
（
駒
ヶ
根
日
中

支
援
課
か
ら
ほ
っ
と
上
伊
那
）・
野
澤
勇

貴
（
総
務
課
か
ら
辰
野
町
障
が
い
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
・
辰
野
町
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
）

令
和
５
年
度 

新
規

・
岡
村
茉
奈
（
総
務
課
）・
堀
川
文
英
（
企

画
調
整
課
）・
伊
藤
香
澄
（
ひ
ま
わ
り
支

援
課
）・
北
原
一
秀
（
駒
ヶ
根
日
中
支
援

課
）・
嶌
嵜
守
夫
（
わ
ー
く
西
駒
）・
佐
々

木
佳
代
子（
わ
ー
く
宮
田
）

令
和
５
年
度 

転
入

・
松
川
忠
章（
ほ
っ
と
上
伊
那
か
ら
ひ
ま

わ
り
支
援
課
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
り
、
急
に

慌
た
だ
し
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
所
長
の
も
と
、心
機
一
転
、歩
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総務課 岡村茉奈 主事
　管理棟にいますが、利用

者さんとも関わっていけた

らいいなと思っております。

わーく宮田　　　
佐々木佳代子 支援員
　すみれホームに３年間勤

め、気持ち新たにわーく宮田

でご一緒させてもらいます。

利用者さんと楽しく過ごし

ながら、学んでいきたいです。

ひまわり支援課
伊藤香純 支援員
　利用者の皆さんが

安心して心地よく生活

できるように支援方

法を学んでいこうと考

えています。

わーく西駒 
嶌嵜守夫 支援員
　初めてのことばか

りですが、笑顔と優

しさを忘れずに、仕

事をしていきたいと

思います。

企画調整課 堀川文英 相談支援専門員
　30年以上前に西駒郷生業部に勤務しておりました。

利用者さんが生きがいを感じながら生活できるように、

笑顔で勤めていきたいと思っています。

駒ケ根日中支援課 北原一秀 支援員
　40年程前に西駒郷に勤めておりました。福祉関係

や、整形外科やマッサージの会社など、これまでの

経験が生かせるよう頑張ります。

令和5年度 新規職員
ひ と こ と

ひ
ま
わ
り
支
援
課

春
の
行
事
祭


